
ふくおか県議会だより 2018年（平成30年）８月発行第27号

※「ふくおか県議会だより」についてのご意見・ご要望は、調査課までお寄せください。☎092-643-3832　　092-643-3825　　gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

（8）

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民情
報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各店舗
などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希望
の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823　FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827　FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など
TEL 092-643-3832　FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課

■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806　FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第28号）の発行は、平成30年11月下旬を予定しています。
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〒812‒8574　福岡市博多区東公園7‒7　電話092‒643‒3832（調査課）

＜編集委員＞
委 員 長　栗原　　渉（自民党県議団）
副委員長　大橋　克己（国民民主党・県政県議団）
委　　員　塩川　秀敏（自民党県議団）　　仁戸田元氣（国民民主党・県政県議団）
　　　　　松下　正治（公明党）　　　　　椛島　德博（緑友会）

● ９月７日（金）　開      　　　会
● ９月13日（木）　代　表　質　問
● ９月14日（金）　代　表　質　問
● ９月18日（火）　一　般　質　問
● ９月19日（水）　一　般　質　問
● ９月20日（木）　一般質問・決特委
● ９月21日（金）　常 任 委 員 会
● ９月25日（火）　常 任 委 員 会
● ９月26日（水）　常 任 委 員 会
● ９月27日（木）　本　　会　　議

９月定例会のスケジュール（予定）
● ９月28日（金）　決算特別委員会
● 10月１日（月）　決算特別委員会
● 10月２日（火）　決算特別委員会
● 10月３日（水）　決算特別委員会
● 10月４日（木）　決算特別委員会
● 10月５日（金）　決算特別委員会
● 10月９日（火）　決算特別委員会
● 10月10日（水）　決算特別委員会
● 10月12日（金）　閉　　　　　会

９ ⁄７（金）から
９月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

記録的豪雨災害からの早期復旧・復興に向けて 

避難情報と住民がとるべき行動

注意報・警報・特別警報
記録的短時間大雨情報
土砂災害緊急情報　など

国

「『避難指示』が発表されない」は「災害が発生しない」ではありません。テレビやラジオの気象情報などを活用し、早め早めの行動をとることが大切です。

ウェブサイトによる情報の入手
河川等の巡視、住民からの情報
避難所の状況　など

洪水特別警戒水位情報
水防警報、土砂災害警戒情報
土砂災害緊急情報　など

県

避難経路が通行規制
の基準を超えそうな
場合など

土砂災害警戒情報が
出た場合など

状況がさらに悪化し
たり、避難勧告によ
る避難が十分でなか
ったりする場合など

・気象情報に注意し避難の準備
　を整える
・高齢者や乳幼児らは避難する

・避難勧告で避難しそびれた人
　は避難する
・外出が危険な状況では自宅内
　のより安全な場所に移る

・避難する

市町村 住　民

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）
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気象情報・防災情報

　西日本を中心に広い範囲で発生した平成30年７月豪雨は、本県においても尊い人命を奪い、各地で住宅や建物、道路、河川、鉄道、さらに農産物など
に大きな被害をもたらしました。
　県議会では、災害直後から会派で災害対策本部を立ち上げるとともに、小川洋知事へ緊急要請活動を行いました。併せて、被災地の復旧・復興に全力
で取り組んでおり、７月10日からは、井上順吾議長は、地元議員や小川知事らとともに、久留米市、北九州市、飯塚市などの被災現場の視察を行いまし
た。視察先では、重機で仮支えしている住居や、出荷できなくなった野菜、築堤が崩壊した鉄道などの被害状況の視察を行い、北九州の災害現場では献
花し、お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りしました。農業用ハウスや鉄道の被災現場では、関係者から被害の状況について説明を受けました。
　昨年の九州北部豪雨災害からちょうど１年たった時期に、また大きな災害が発生しました。県議会では、引きつづき委員会活動や会派の災害対策本部
等を通して、県執行部と一体となって被災者の生活支援や公共土木施設の復旧等を推進し、被災地の一日も早い復旧・復興に向けて取り組んでまいります。

命を守るために!!　〜大雨になるおそれの雨が降り出したら〜
　集中豪雨は、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨のことで、梅雨の終わりごろによく起こります。台風や大雨などによる風水害の
危険が迫ってきた場合は、気象情報を確認しながら、早め早めの対応を心がけましょう。

◆危険を感じたら早めの避難
○台風や大雨が予想される場合には早めに避難場所などの安全な場
所に避難する。
○夜間～翌日早朝に大雨が予測される際には、暗くなる前に避難す
る。
○避難に関する情報に注意する。（下記参照）

◆避難に関する３つの情報
○災害が発生し、又は、災害が発生するおそれが高まった場合、自
治体は避難を促す情報を発令します。

○情報には３種類あり、「避難準備・高齢者等避難開始」→「避難勧告」
→「避難指示（緊急）」の順に災害による人的被害の切迫度は高
まります。

北九州市門司区の災害現場の視察 久留米市北野町農業用ハウスの視察 平成筑豊鉄道の被災現場の視察


